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 The aim of this study is to classify the materials of physical education and sports history. 

 It is possible to classify the materials from all over the world by inquiring about the 

relationships between the  materials. the culture and the style of living in various places. 

 This classification will give up a clue as to the relationship between physical education. 

sports and the style of living in the Japan of the future.

概 要

本研究は,体 育文化史 ・スポーツ史につい

ての資料類型化 を試みたものである。体育 ・

スポーツに関する幅広い資料 を各対象地域の

文化,生 活様式との関わりにおいて考察する

ことによって,地 球的規模の類型化が可能 と

なる。この類型化 を手掛か りとして,我 が国

の将来における体育 ・スポーツ と生活様式の

関わ りを予測し,発 展の方向を探ろうとする

ものである。

は じめに

抽象絵画のジグソウバズルであって,具 象

絵画の場合のものではな く,そ してかならず

しも無限の広が りとか,未 知なる世界の解明

とも言えないに近い面 を持 っている。

これ らは,体 育では,現 在模索中ではある

が,史 実はあっても,体 育学なるものを学問

として裏ずける哲学的に統一化された的確 な

ものがないために,史 実の選択 ・対象が不一

致になる場合が多い様に思われるなかで,体

育 を運動文化 として捕らえることとして、論

を進めてみる。

一方,こ うして,地 球上の運動文化 として

捕 らえるとらえ方で,史 的,比 較的に見てみ

ると,や は り人間生活の延長線上で自然環境

と深い関係にあることを第一に上げなければ

ならない,単 なる原始時代そして古代 ぐらい

迄の考察ならばこれで納まってしまうように

も思える。

こうした体育文化,ス ポーッ文化は,将 来

多岐にわたるような錯覚 を起 こさせ るのであ

るが,体 育学 ・保健学 ・スポーツ科学,諸 科

学の進歩の人類への貢献が,そ れぞれの存在

を示すようなシステム化が計 られた形で結論

が出なければならない。

そこで先ず,予 測する探索指 として,次 の

ような5項 目を上げてみた。

1.健 康,生 命の保持,機 能基盤との結び

付きを考えて。

2.記 録の追及のためのもの

3.プ ロフェショナルとして

4.合 目的的でないもの
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5.余 暇活動 としての存在。

上記の関連において,派 生するものとなる

であろうが,い ずれも現在のレベルや発想や

方法論ではな く,そ れらを支えて吟るものの

なかに存在する極一部の構想が,拡 大された

ものによって,支 配されるであろう。これ ら

の理論は,人 類史上から,こ の類の事象のも

のであれば,こ のように考察 しうると思われ

る。なぜ ならばヒトの生活のなかから自然発

生的に生れ,や がて時 とともに,行 動科学や

体育心理 のうえからも,色 々と変化はしたが

それに近 い状態で存在 しているものもある。

また,成 り行 きに共通するものが多々ある。そ

して形の うえでは、一部には未開社会的(こ

こでの未開社会は,時 代区分の意味でな く未

開発,未 発達,未 文化 をさしている)な 存在

をするものもあるが多 くの場合は,殆 ど,ル
ールで括 られるようにな り,ス ポーツ として,

また,そ の他の遊戯や ダンスとして現在に至

っているのである。

そこで,こ の ような ところから触れてい く

ために,次 のような筋立てを考え,そ れにし

たがって肉付け をしていくことによって論 旨

に迫 ・・てい くことにした。

1.史 的考察の進め方

出来るだけ原点か らと思い,原 始時代の生

活即体育 といわれる時代,即 ち,自給 自足(農

耕 ・狩猟 ・漁撈 ・その他)の 時代 を想像力た

くましく身体活動を想定し,ス ポーツ ・体育

のこれらが原始社会 にどのような影響を与え

たか,そ してそれらが有史 としてのまとまり

をもつ古代 に形 として,絵 として,文 字 とし

てのこされたもののなかか ら体育 ・スポーツ

・ゲーム ・遊戯 ・保健をひきだしどのような

伝承発展があったかを,そ れぞれ可能な範囲

で比較することによって,原 始 ・古代像 とし

ての予測を分類 ・類型化することによって,

論 旨の類型化の基盤 となるような手法 を一つ

のステ ップとした。なぜならばそれは生活に

密着 した運動的要素(keneticelements)と し

てのphysicalmovumentsの 原点でもあるか

らであり,つ づいて中世→近世→近代→現代

と追っていきたいのであるが,一 般歴史学の

枠内での時代考証では,ず れが出て くる場合

が体育 ・スポーツでは多い,な ぜならば この

領域では,歴 史的事象が発生 しそのことによ

ってかな りの領域に影響 を与えたような場合

がかならず しも一般の時代区分 と一致 しない,

しかしここでは注釈を加えながら一般の時代

区分を基にして論を進め ることに した。

そして,自 然環境,統 治者,戦 争,宗 教,

機械化等が運動文化伝承の変化要因として上

げられると思われるので歴史的流れのなかで

特に気 を配 り,一 方,数 か国の史的変遷を考

察すると同時にスポーツの発生地等,出 来る

だけ多 くを調べることによって類型指にちか

ずけようとし,尚,健 康についての考え方,

国際性 をはかるためのルールの誕生,発 生当

時のものの改良により,よ り楽しく,よ り巧

技を要するようにな り,ま た,従 来のものを

い くつか ミックスした形で展開 したとい うス

ポーツやゲームの誕生 という側面か らも検討

を加 えた結果,現 代スポーツへの構築をする

ことによって現代スポーツ ・体育 ・ゲーム ・

遊戯 ・ダンス ・空中でのphysicalmovument

・保健等,の 理解 を一層深めて将来予測へ と

入っていきたいと考 えた。

そして将来予測については,生 命現象の追

究,健 康保持のための,体 力保持のための,

そして身体活動の及ぼす知的活動への連鎖に

ついて述べていきたいと思っている。

このような述べ方をす るのは,あ くまでも

生活や 自然社会環境 と切 り放 して考 えること

はできないという前提であると同時に,予 測

もこの視点から行なうことが妥当であると思
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われ る。

II.現 代 に至 るまでのプ ロセ ス

1.原 始 社 会のkeneticelementsとphysi・

calmovument.

原 始 時代 の狩猟,漁 撈,農 耕 それぞれに と

もなって派生 す る ものは,食 料,技 術,防 衛,

等 とい うこ とにな り,こ れ らを支 える体 力,

これ らにつ いて意図 的に行 な われ る ように な

ったの は,も う少 々時 を必要 とした ようで,

こ こではむ しろ技術 の方が先行 した ようで,

これが 自然の成 り行 きとい えよ う,な ぜ な ら

人間生 注の中 には,動 物 と同 じよ うな闘争,

挑 戦,競 り合 い等が お こな われていたで あろ

う,し か し人 間の理性 は,こ れ らを儀 礼や祭

祀 におけ るダ ンスや遊 戯に お きかえ,こ れ ら

の発展 が,社 会構 成へ とつ なが る と同時 に古

代へ と伝 承 されてい くこ とになる。

これ らの こ とは,ヨ ー ロ ッパ,中 国,イ ン

ドにおいて も発生年代 や手法,変 転は異 な っ

ていて も相対 的に同 じ様 な事 がい える と思 わ

れ る。それ はの ちに発掘 された遺物に よって

も明 らか であ る。

これ らの裏 ずけは時代 的には少々ずれ て い

て も生 活 内容 が極 く似か よっていた事 をいみ

してい る。

この よ うな生活の なか で,身 近か な もめか

ら,広 い意味 での採植 が上 げ られ よ う,そ れ

が どの よ うに展開 されたか,地 形的 な もの と

して平野 なのか,山 地 なのか,海 なのか川 な

のか,場 所,方 法,採 取 目的の対象 とな る部

分 等に よって体 力や頭 脳や身体的器用 さまで

が問われ るし,道 具 を使 用す る ようにな った

ときは,ま す ます それ等が要求 され る。 また、

狩 猟 ともなれ ば,尚 更に体力等 を必要 とす る

し,弓 矢,ブ ー メラ ン的な もの,石 投げ等,

高 度 な技 を要求 され るし,こ れ らを考 える と

採鉱 とい うこ とも関係 して くる し,採 土 な ど

もからんで来る。これらはいずれ も生活にか

かわる人間の能力や体力に,い やが上にもの

しかかるわけで,こ れに農耕,漁 撈等 をふ く

んだ生活が,地 球上で展開されていたわけで,

そのなかで,さ きに述べたように本能的に競

うという行為が,現 代スポーツの原形 を生み

出すことになるわけであるが,そ れぞれの行

為 を,体 育的に もスポーツ的にももっと分析

し考察 をし想像たくましく,構 成を考 えるな

らば,も っともっと色々な方向や内容に触れ

ることが できるかもしれないが,け れ ども

ここでは,原 始時代のkeneticelementsと し

てのphysicalmovumentが チェックでき,生

活 との関わ りでの分類のためのものであるの

で,こ の辺で古代にはいるまえに原始時代を

括ってみることにする。

○ 生活のためのもの

○ 技術にかかわるもの

○ 体力にかかわるもの

○ 祭祀にかかわるもの

として分類指標 と比較す るとプロフェショ

ナル的な ものも少々芽ばえ始めているようだ

が,健 康 ・生命にたいしては,呪 術的な世界

でとどまっている。

また,未 開社会(現 在 も未開である社会を

指す)と の比較において,現 実においては,

現代文明がかな り混合 しての残存が事実のよ

うである。しかしながら見逃すことのできな

い文化の伝承 を受け継いできた部分があるこ

とで,そ れらは,地 球的に見ると,現 在行な

われているスポーツの原形とも言える殆 どの

ものが含 まれているのである。学術的には,

類型 として,採 集猟民と未開農耕民の二つつ

に分けることができるのであろう。これらの

種族によって行なわれている。また,従 来行

なわれていた種 目を上げてみると,そ れちは

いずれも宗教,呪 術,生 業暦 との関わ りをも

つ ものが多く,ま た,現 代スポーツと類似し
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た ものの殆 どが行 なわれて いたこ とにな る。

例 えば,短 ・中 ・長 距離走 といえ るよ うな

距離 を決めての競 走,高 飛 び,幅 跳びf棒 高

跳 び等,方 法や道具 に違 いはあ って も,こ の

よ うに表現 で きる ものや,こ のほか,球 戯,

アーチ ェ リー系の もの,レ ス リン グ形式 の も

の,フ ェン シングや剣 道に近 い もの,雪 上や

氷上 でのス ポー ツ,綱 引,竹 馬,ケ ン玉,ぶ

らん こ等 をあげ るこ とがで きる。 このほか に

も舞踊(ダ ンス),遊 戯 等 色々 あるが これ らを

ひ とま とめ に して先 史時代(原 始 時代)か ら

古代 に むけ て のkeneticelementsと して の

physicalmovument・physicalactivityは 当

然の こ となが ら一致す るわけ で,未 開社会 に

おけ る保体 的運動要素 としての 身体 活動 の想

像の域 と史 実 とが,か な り一致 した形(但 し,

水 泳につ いては,遺 跡 の レ リー フ ・壷等 の模

様のなか には絵が描か れて いるのであ るが,

現 代の 未開社 会に は,そ れ ら しきものはみ い

出す こ とが で きなか った。)で後世 に伝 承 され

た とい うこ と と,何 度 も繰 り返す が,ス ポー

ツの原形 は生活 とともに歴史 とともに発生 し

発展 し,育 まれて現在 に至 ってい るとい う原

点 を一応 固めた こ ととして次 のステ ップ に入

って い きたい。

2.古 代 社 会の体育 ・スポ ーツ

ここで言 う古代 とは,紀 元前3000年 位 か ら

を対象 に して,原 始社会(未 開社 会)の 時代

に発せ い し,固 まって きた とは言 うもの のス

ポー ツ として,体 育活動 と して,後 に確 実 に

つ なが るよ うな活動 内容 を持 ったの と,体 育

・スポー ツの ま とま りを持 って きたのが古代

といえ よつ。

例 えば,紀 元前2700年 ～2200年 頃 には組織

化 され た次 の よ うな ことが行 なわれて いる。

ダンス ・ラ ンニ ン グ ・動 物狩 り ・ス イマー ・

魚突 き,棒 投 げ ・ア クロバ ッ ト ・レス リン グ

その他,紀 元前2100年 頃 は,戦 闘訓練 と相 ま

って レス リングが性格 を変 え,盛 ん に なる と

同時 に内容 的には,誰 もがでな く一部 の 人が

限 られ た種 目を とい う傾 向 と,紀 元前1600年

～1100年 頃 は
,ま す ます前述の よ うな傾 向が

強 くな り,特 に戦争 のための訓練 に結 び付 い

た種 目,即 ち,当 時 の戦車 での狩猟,弓 矢 の

弓射,ラ ンニ ング ・漕艇 ・木刀試合 ・現代 の

ホッケー に似 た球 技が,文 化の発展 の あった

ところ少 々の内容 の変化 はあ って も同 じ様 な

道 を辿 るこ とに なる。 次に当時の様子 を二,

三 上げ てみ ると

2-1近 東 の場合(紀 元前4千 年 頃)

戦 闘 のための棒 ・投石機 ・槍 ・弓矢が盛 ん

にな り,戦 車競 走 ・狩 猟は,シ リア,パ レス

チナ,ア ッシ リア,イ ラン,エ ジプ トにその

傾向が見 られ,水 泳 について もア ッシ リア出

土の レ リー フに現 われてい る。 しか しなが ら

これ らの思 想が騎士 とい う形 で表 わ され て き

たの は,紀 元前千二百 年頃 とされ る壺 の絵 に,

そ して騎兵 の形 としては,紀 元前千 百年 頃 と

されて いる。

2-2古 代 クレタ島のス ポー ツ

雄牛跳 びな ど,祭 祀 的な もの であ ったが,

後 の機械体操 の 原形 とも言 える もの を生 みだ

し,い ず くも同 じ,ボ クシング ・レス リン グ

・狩猟 ・長 距離走が 軍事訓練 として
,一 方,

祭 りとともに ダンスが行なわれ ていた。

2-3古 代 ギ リシ ャにお けるス ポー ツ

○ 古代 ミケー ネの スポー ツ

貴族 の狩 猟が盛 かん

○ ホ メイロスのス ポー ツ

走 ・跳 ・円盤投 げ ・槍投 げ ・弓術 ・レス

リン グ ・ボクシン グ ・戦車競争 ・遊戯 ・ダ

ンス ・ボー ト競 走 ・パ ン クラチオ ン等 。

ミケー ネに して も,ホ メー ロスに して も貴

族社会 におけ る騎士 と して のア レテー(肉 体

美)追 求 で あるにほか ならない。

一方 アテナ イにおけ るカロカガテ ィアは
、
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アレテー とともに名誉心,勇 気,節 制等の貴

族の言うところの美にして善 と考えることが

できるが,ま とめて真善美聖(岸 野)と 置 き

換えることがで きよう。

しか しながらここで,時 代の進展 と同時に

現代類似する問題 としてカロカガティアの二

分化,そ れは,プ ロ化が除々に時代 とともに

進むことによって,ア レテーは別 として,カ

ロカガティアに,少 々ひびが入って くるので

ある。そして,自 ら行なうスポーツやゲーム

から,観 るスポーツへ と姿と内容を変えてい

く時代に結び付いていくが,下 層民 といわれ

た人々 もただ成 り行 きを見守るだけでな く,

プロレタ リア としてのスポーツを密 に行なっ

ていくのであるが,こ れらが表面に出て くる

のは,近 代になってか らといって もよいので

はないか,こ っして,ギ ムナチオンにおける

色々な競技,即 ち,観 る競技が,プ ロ化 した

ショーマンによって行なわれた。このような

時代になると自己の健康に気を配るようにな

り保健的な考 え方が取 り入らられるのが,自

然の成 りゆきかの様に医療体操のようなもの

に貴族達は頼 るようになる。このことによっ

て医療体操はそれなりの発達 をとげるのであ

るが,紀 元前7～6世 紀には,ス ポーツ(医

学的知識 を身につけた体育指導者)が 生まれ,

栄養,睡 眠,マ ッサージ等の重要性 を説 くの

である。バイ トウリベース といわれる トレー

ナーが生 まれたのも同時期で,そ こでギムナ

ステースは理論担当として存在するのである

が,こ の両者の区別は実際の ところ困難であ

ると言える状態で社会活動 をしていたといえ

る。

種 目としては次の様なものが上げられる。

直線競走,折 り返 し中距離,折 り返 し長距離,

五種競技,た い まつ競走,武 装競走,レ ス リ

ング,馬 の競技,戦 車競走,競 馬,ボ クシン

グ,投 げ槍,円 盤投げ,投 げ繩,幅 跳び,水

泳,球 技,現 在 のホ ッケーに近 い もの,ス カ

ッシュ,ラ グビー,キ ャ ッチ ボール の様 な もの,

ダ ンス,ア クロバ ッ トとい う具合 に上 げ られ

る。

2-3古 代 ローマ におけ るスポー ツ

○ 工 トル リアの スポ ーツ

前5～3世 紀 は,シ ョース ポー ツの観 戦が

主 であったが,ギ リシ ャとほ とん ど種 目に於

て は変化 はみ られ ないが,下 層民か プロ によ

って行 なわれた。

○ ローマ人の スポーツ

エ トル リア,ギ リシ ャと種 目的,動 機 的 に

も大差 のない展開 をす るので あるが,入 浴 と

いうこ とが可成 りクロー ズア ップ してい るこ

とと,保 健 ・医療 につ いての関心が非常 に高

か ったこ とを遺跡が物語 って いるこ とで 明 ら

か である。

この様 に古代の史実 を追求す るこ とに よっ

て その発生 が,前 述 の様 に,狩 猟民 には弓,

槍,ブ ー メ ラン,投 石,水 練の様 な種 目の芽

ば えが,一 方,農 耕民 には,格 闘技,ダ ンス,

舟,走,跳,球 技 な ど重複 す る ところはあ っ

た として も,生 活 との結 びつ きが あ り,大 陸

には大陸 の伝 播の仕方が,島 国 は島国な りの
1地 域 によ

って,そ れ ぞれの発生伝播 を繰 り返

して現代へ と近 づ いて来たわけ であるが,上

記の様 な理 由でな く,そ の様 相 を変 える こ と

の 出来 ない外圧 に よる変化 を見 る時代へ の突

入 とも言え る中世 は,一 応 さけ るこ とに した。

それ は宗教 的影 響 に よる肉体 軽視の風潮 が大

き くあ らわれ,日 本 に於 て も,普 堕落,不 定

な ど といった様な極 く僅 かな人々 ではあった

が,事 実 として記録 にの こされ ているのであ

って,こ れ らも一種 の肉体 ・身体の軽視 とみ

るこ とが 出来 よ う。かか る時代背景 での入々

の運動文化へ の感心 は,む しろ統制 されてい

た と考 え られ る。 そこで この領域 は触れ ず次

の本論へ と進 めて行 きたい。
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3.近 代社会の スポーッ

近代社会 のス ポー ツ ・体 育 は,ブ ル ギ ョア

ジー の理論 に よって演出 され た とい って も過

言でな く,体 育的 な時代 区分か らすれば,産

業革命 に よって生 まれた上記 の様 な特質 を持

っているので19世 紀 を近代 の幕 あけ として も

よい様1こ思 われ る。類 型化 と言 う立場 か らす

ればこれ らも一つ のパ ター ンか もしれ ない。

そ してその 内容 を大局的 に見てみ る と,近

代合理主義 とは数 量的合 理主義 と同義語的 で,

この様 な思想が,伝 統的民族 スポーツ の再編

とい くつ かの もの を併 合す るこ とに よって,

平 しい種 目,方 法,競 技 を考 察 した りして,

出 来 るだけ,土 俗 的,土 着 的,祭 祀時 の もの

は排 除 し,よ り,産 業化 をはか るため,規 格

化 された人 間の育 成,よ り集 団の秩序 を高め

るための手段 とな る様 な種 目の実施 を先行 さ

せ たのであ る。 しか しなが らプ ロレタ リア階

級の人々は,ブ ル ジ ョアの論 理 と実践 を越 え

た。その現象 は第一次大戦 後に顕著 に現 われ

た。

ここで少 々近代 ス ポー ツ を分析 してみ るこ

とに してみ る と,ス ポー ツのほ とんどが イギ

リスに よる ものが 多いが,中 には,ア メ リカ

でのバスケ ッ トボールやバ レー ボー ル,テ ン

マー クのハ ン ドボール の様 な もの もあ る。

これ らの 原象 と行為 は,主 に学生が 中心に

な り,そ れ らを各地域へ,伝 播 の役割 をは た

したのは宣教 師や留学生 に よる ものが 多か っ

た。

こ うなる と必然的 にルールの統一化 と組織

化 とい うこ とにな り,localrule→national

rule→internationalruleへ と発 展 して いっ

たわけであ るが,こ うして競技 としての形 を

整 えてい く一方,産 業革命 の もた らした技術

革新が その内容 を更に変 えてい くので ある。

その中で最 も大 きな影響 を与 えたのは,合 成

ゴム とその工夫がボールを生む,従 来のこわ

れやすい,は ずみの悪いものから,耐 久性の

あるやわらか いボールは色々な素材 となって,

ゲームやスポーツの発展や記録の向上 を生み

だす結果 となる。産業がスポーツを変 えると

い うよい例 として上げられよう。

こうなると,人 間的で自然発生的で,必 然

的な動向として,こ の結果,勝 利のみの追求

記録中心の考 え方が優先するスポーツへの考

え方が先行する。

この様な現象はスポーツやゲームが発生 と

同時に人間 とのか らみあいか らすれば,歴 史

は古 くなるが,現 代は,こ れ らを受けて,流

れ としては,又 新傾向的な動 きと思想の匂い

をうかがわせ ている実情 と言えるのではなか

ろうか。

近代におけるスポーツの商業化,情 報化は

現代スポーツを支える役割 りをはたしている

といえよう。ここでいう商業化は,ス ポーツ

に付随する道具,器 機,衣 服等であって現代

のものとは少々意味を異にす る。

一方近代に入って女性のスポーツへの参加

は極端に多 く広が りを見せていることも見逃

がすことの出来ないことではなあろうか。そ

れらの理由も本論である将来のスポーツ ・体

育の類型について考察す るときに重要なポイ

ントであり事象であると言えよう。

さて,か かる史的考察 もいよいよ現代へ と

入ってい くことになる。

だが,こ こで現代社会のスポーツに入る前

に本論の側面的補強 として,ス ポーツの発生

地について と各国のスポーツ事情 を史的に眺

めて現代体育 ・スポーツそして将来を予測す

るために,ス ポーツ用語辞典(1987年)よ り

取 り扱われているスポーツ全部 を洗ってみた

の と,ス ポーツ大事典(1987)の 各国のスポ

ーッを全部あたって大枠でまとめてみた。こ

れらの作業は,産 業革命的影響力を持っもの
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が当初の予想の様にあるものかどうか を探 っ

てみたかった。

4.世 界のスポーツの発生地 ・国

近代 社会の ス ポー ツ ・体育 の ところで,種

目のほ とん どが イ ギ リス で と …2,3の

国 と例 をあげ てみたが,実 際 は73種 目 中,イ

ギ リス13種 目が上 げ られ るが,ア メ リカの9

は新傾 向のス ポーツで他 の ものは以外 に もバ

ラつ きが あ り,地 域性 が強 く出 されて いるの

が特色 とな ってあ らわれ ている。そ して19世

紀20世 紀 を中心 に成立 され 国際化 されて い る

の も一つ の特色 とい えよう。 これ ぞプ ロレ タ

リアの台頭 を意 味す るものが大 きい と言 え る。

これ らは,類 型 として,地 域 ・環 境 ・社会 状

勢 としての(農 耕 民,放 牧民,漁 撈 民,狩 猟

民 に対す る気候,風 土,宗 教,思 想,戦 争,

国威)絡 み合 いに よって生 まれて くるこ とを

示唆す る結果 とな って いる と言え よ う。

そこで,次 に各国のス ポー ツの様相 をた ど

ってみる こ ととした。

4-1.ソ ビ エ トのスポ ーッ

産業革 命 をは さんで それ までの もの は,一

般庶民 は抑圧 と搾取 の 中でヒロイズムや勇 気

の表現 としての ボ クシングや レス リングを行

なった。その他,生 活の匂 いのす るス ポー ツ

や ゲー ムが行 なわれて いたよ うだ。

一方
,貴 族達 は,海 に対 しては閉 ざされ た

国 とも言 える 自然環 境の渇望 は船 に関す る も

の と戦 闘に そな えての種 目が行 なわれ た。

そ して,大 局 的には,1917年 の 革命以降 の

スポー ツ と別 け られ るが,1937年 制 定 のゲー

・テー ・オー とス ポー ツ級別 の制 度が現代 迄

のスポー ツを支 えて きた と言え よう。 そ して

現在,体 育 コレ クチー フおよびス ポー ツ クラ

ブ強化,労 働者,大 衆 の組織 的参加の促進,

中 ・高年 齢層 の スポー ツの組織化,生 産体 操

の奨励,ス ポー ツ基地,ツ ー リズム基地,釣

りの家などをシステム化する動きが,1960年

以降か ら顕著になり現在にいたる。故に思想

支配型 とでも言える現状 といえよう。

4-2.ア ジアのスポーツ

範囲が広 く変化に富む地域は,ス ポーツ行

為の特色が非常によく出ている。

農耕 中心生活者 → 舟に関するもの,凧 あ

げ,綱 引 き等があげ られ

遊牧中心生活者 → 狩猟,競 馬,弓,相 撲

等があげ られ

寒気の強い地方 → 狩猟,ボ ールゲーム,

といった風で,こ れらは,い ずれも,祭 や信

仰に関係する形で生まれている。

スペースの関係 で,ア ジア各国別には触れ

ないで次へ と論 を進める。

4-3.ア メ リカのスポーツ

歴史的には浅いのであるが(独 立後)国 威

型でスポーツを生み出している。特にフィー

ル ドスポーツが 多い。歴史的には,イ ギ リス

からの持ち込みスポーツが含 まれているもの

のやは り近代的,現 代的なリーダー的存在を

アメ リカ合衆国は持 っているのと,特 に大学

スポーツの現状には特異性 を持 っていること

が上げられるであろう。又現代的にフィット

ネス企業や,健 康スポーツ産業については,

他の国々を可成 りリー ドしていることをつけ

くわえてお きたい。

4-4.オ セアニアのスポーッ

イギ リスか らの持 ち込みスポーツが殆んど

ではあるが,オ ース トラリアは,ク リケ ット

で,ニ ュージー ラン ドはヨットや ラグビーで

母国であるイギ リスに勝った事は,以 後のス

ポーツの隆盛 とその存在が大変重要視 される

と同時に,観 るスポーツというよりも,自 か

ら参加するスポーツで,現 在のところ窮極で

は,オ リンピックで一つでも多く勝つ事を目

的とした可成 り合理的な組織の上にチーム作

りや トレーニングが行なわれている。
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これ らの原象 は,地 域性,自 然環 境 を生 か

した ものに強 さをみせ て いる。 又,ニ ュー ジ

ー ラン ドラ グビー ・オー ス トラ リア フッ トボ

ール を生 みだ し
,そ のは げ しさは,現 代 では

観 るスポー ツの傾 向が進ん でい る現 場 である。

4-5.フ ラ ンスのスポ ーツ

18世 紀 をは さんで語る こ との出来 る国 であ

る様 に思 われ る。宗教 思想の影響 を受け て,

19世 紀 にな ってlesportと し て 多種 の 大 陸

特 有の交 流伝播的 にスポー ツが展 開 され る様

にな ったので ある。

こ うした中 に,や は り貴族 的伝統 の スポー

ツ も含 まれて いる とい う当然 の人間臭 さが あ

るヨー ロ ッパの 国 と言え よ う。

4-6.ド イ ツの スポーツ

ツル ネ ン(走 ・跳 ・投)が,ス ポー ツ とい

う様 にな ったのは,19世 紀 か らで,ボ ー ルゲ

ーム は1894年 ま ではあ ま り行 なわれ なか った
。

ス ポー ツの発展 は,ブ ル ジ ョアが イギ リス

の貴族 の まね を したのが は じま りと も言え,

地球 的 に もボー トレースが早 くか ら行 なわれ

た。

一般庶 民は
,健 康 保持 を基盤 に考 えた動 き

としてのス ポー ツや 運動 を考 えた。

しか しこれ ら も暗い過去 として残 るナチズ

ムの影響 を受 けたス ポー ツは,国 家 的動 きと

してむ しろ隆盛 を極 め,組 織化 と振興が行 な

われ たが,そ れ は個 人の ものではな く国家第

一主義 とで も言 え る様な状態 であ る
。

4-7.東 欧 のスポ ーツ

宗教 的な考 えか ら,肉 体 的な面は軽 うん じ

られ た時代 が長か ったが,1945年 以 降は ソビ

エ トの影響 を受 けた。

スポー ツ としては,19世 紀 以降が上 げ られ

ハ ンガ リー体操 を生みだ した。 これ らは,自

然環境が もた らした もの と言 え よう。

女子 のス ポー ツへ の参加 の早 か ったユー ゴ

ス ラビアは,混 合 民族で あった ことが 災い し

て融合,支 配,分 裂 が繰 り返 され るだけ で混

合民族 の悪 い面が 多 く出た様 に思 われ る。

4-8.イ タ リアの スポーツ

イ タ リアの スポー ツは古代 に花 が咲 いて し

まい1870年 以 降,国 家主義的 ではあ って も体

育的 な活動,ス ポー ツが盛 ん とな って くる。

平和体育 の裏 に何か ス ッキ リしな い流れ が現

代 もあ る。

4-9.ス ペ イ ンのスポ ーッ ・体 育

スペ イ ンは,古 くは ギ リシャ,ロ ーマ植 民

地 として,次 いでゲルマ ン人や イス ラム教徒

の支配 を経 て,1479年 に,カ トリック王 国 と

して成 立 した。や がて16世 紀 には植民地 帝国

とな るが,そ のころ剣術師範 ・宮廷 乗 馬学校

スペ イ ン舞踊が生 まれ,ペ ロ タ(球 技の一種)

闘牛等 が あった。そ して1800年 に はペ ス タロ

ッチ方 式の体操研 究所が,そ して19世 紀 と20

世 紀 の間に,ド イツ体操,ス ウ ェーデ ン体 操

をと り入れ ている大 陸交流 型 と言 えるタ イプ

であ る。

4-10.イ ギ リスの スポーツ

イギ リス のスポー ツを探 るには,全 ヨー ロ

ッパ 史的視角 を必要 とす るといわれ る様 に混

合民族 で ある と同時 に,我 が国に似 て,地 誌

的には陸続 きであっ たこ と,そ して島国,地

型 として もせ まいなが ら,変 化 に富 んだ 自然

環境 を配 してい るこ とは,ス ポー ツの発生の

多彩 さの可能性 をも持 ってい る国 と言 え よ う。

中世 は,騎 士 的運動文化 ともいえる よ うな

展 開が なされ,又,封 建 時代 の運動文化 は戦

闘文化 であった。いず れにせ よ中世 はス ポー

ツに とっては暗黒期 であ って,貴 族 の気晴 し

スポー ツ(狩 猟)が 主 で,庶 民 としては,フ

ッ トボール,鉄 輪 投 げで,パ トロンスポー ツ

として闘鶏,競 馬が上 げ られ るが,18世 紀 に

なって,や っ と色々 なスポー ツが行 なわれ る

様 にな った。

4-11.中 華 人民 共和 国の スポーツ ・体育
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イギリスの小規模 自然環境でな く,今 迄色

色な国々を大まかにながめてきたが,自 然 も

思想も戦闘も,保 健的な考えも,今 回の論 を

進めて行 く上で,そ の典型的な一国としての

モデルとして とらえることが出来るのではな

かろうかと思われる。未解明な点や研究不足

な点は多々あるが,こ れからの研究の題材や

資料は,そ して古代にさかのぼるには,こ とか

かない状態にある様に聴 く。ようするに,こ れ

からの国という感が非常に強い。国際交流の仕

方によっては,単 時間に地球に君臨する科学

・体育王国 となりうるのではなかろうか。

以上,色 々な国々についても,ス ポーツを

軸にした眺め方で,当 たって来たが,一 部の

国ではすでに現代スポーツに触れたが,こ こ

でいままでの ものを当初の論述の順 として類

型化 して,現 代の体育 ・スポーツを大局的に

掴かみ,将 来の類型の予測へ と進めていきた

い。

5.現 代 の体育 ・スポーッ

当初の探索指そのものを課題 として存在 し

ているもので,そ れぞれの項 目にそれぞれが

問題 を大 きく含んでその問題解決 をはかろう

と一部の研究者,実 践者が取 り組んでいると

いう現場の中で,前 述の史的なもの,国 々の

スポーツについて,大 きくはぶいてきた部分

があるが,そ れ等 と同じ様に,こ こではぶ く

ことによって将来の予測をする方法を取れば,

この割愛 こそが,現 代体育の問題解決であ り,

将来のスポーツ ・体育の位置づけにつなが っ

て行 くもの と考えられる。この考え方の根幹

になったものは。

アメリカのフィッ トネス運動

西 ドイツのゴールデンプラン

日本の体 力づ くり運動

中国の業余体育

イギリスのウオルフェンデンレポー ト

ソ連 のゲー ・テー ・オー運動

スウェーデ ンの トリム運動

であって,こ れ らか ら派生す る。そ して 派

生 した問題点 をそれ ぞれが,そ れ ぞれの類 型

をさ してい るのであ る といえ よう。

結 論

さて,こ こまでの考察によって得 られた体

育 ・スポーツの類型の中で,生 活に結びつい

たもの,国 家思想に結びついたもの,宗 教思

想の影響 を受けたもの,戦 争の影響(人 為的)

をうけたもの,自 然環境の影響 を受けた もの,

等の結果,格 技,球 技,遊 戯,水 上,陸 上の

中に包含 されるといえる。一方類型のとらえ

方によっては,ス ウェーデン体操 ・ドイツ体

育 ・イギ リスのスポーツ ・フランスのアモロ

ス方式 ・スイスのクリアス方式など簡明な分

類 を行っているものもある(稲 垣)。

次に将来に向か っての論を進めていきたい。

とはいっても将来的類型については,我 が国

にしぼって論ずることにした。

我が国の将来は,経 済大国の中の平和体育

推進 を前提 として考 えねばなるまい。

先づは,流 行型の長続きしないパターン。

リバイバイバル型 も少数化につなが り同 じ運

命にあろう。 しか し,こ れらは過去と同 じ様

に,や がて重要視 される時が必ず台頭 して く

る。ただし自然発生的な発生 をしたスポーツ

に限られる。なぜならば次の様な類型が進行

するものと考えるからである。

① 人間のサイボーグ化型(ロ ボット化,

モルモッ ト化)→ スポーツ選手

これらは,種 目のための能力のみの伸

長を考え,バ イオメカニ クスとメデ ィカ

ルメカニ クスが直結 した型で

そ して,ス ポーツ強国を夢みることは

ある程度の達成 は,や がて廃退を招 き,

プロ化す ることにより,自 動的な立場か
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ら観 る立場へ,そ して観客の熱狂へ と同

時に商業べ一スで考えられた内容より利

益に結びつ く方向への転換,こ れらは次

の型に も影響 されるのである。

② 一般生活者の運動の科学化型

これは数量化につなが り,栄 養 ・運動 ・

睡眠 と決定的でない状態(生 命現象の解

明,生 活 と身体保持の未解明の まま)で,

あたか も科学的に裏付 けされたかのごと

く機械的に,キ ーボー ドと直結 した様な

生活の中の事象 として進行するがごとく

行なわれるであろう。

③ 運動医学 と保健の分野の独立発展型

従来は,体 育の範囲でことたりていた し

異分野の学問系体にいた者が簡単に体育

の分野に入ってこれたが,養 成機関か ら

専門性 を持たせての(現 在の養成機関で

大き く欠落 しているのは医学分野,他 に

もあるが)指 導者養成による専門家の輩

出。

④ 上記3点 を実現するための国際化型

この様な予測(西 暦2000年 頃をメ ドとし

て)が 従来の史実,そ して現代体育の分

析によって成 り立って くると筆者は考え

るの であ る。

しか しなが ら,こ れ らは,あ くまで も部分

的 とい うか都 市型 の体育 ・ス ポー ツ を指 すの

であ って,学 校体 育,社 会体 育の領域 を無視

す る ものではない。(1987.9.17記)

(文 教 大 学情報学部 講師)
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